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はじめに

本講座は中高一貫校に通い意欲的に先取学習もしくは学校の授業についていく

のが大変で復習として受けたいという生徒を対象にしたものです。また、意欲が

あれば公立に通う生徒が受けても構いません。

本講座の狙いは

• 「体系数学」や「システム数学」の内容に合わせて標準～発展レベルの問

題を解けるように理解を深める。

ことにあります。そして、この講座を通じて数学的な考え方を身に付けていきま

しょう。

この講座を受講にするにあたって、「答えを出せればいい」という意識ではなく

「一般化をしていろいろな問題を解けるようにする」という意識をもってくださ

い。この講座は予習を必須ではありませんが、事前に基本事項や基本問題に触れ

ておくことは理解を深めるうえでは大切なことなので、時間に余裕がある生徒は

予習をしたうえで授業を受けてください。受けたあとは、自分だったらどうやっ

て教えるのか？ という意識で考えて考えて復習をしてください。

このような意識をもって本講座に取り組んでいただけることを願っています。

　【数学科講師　佐藤　信也 (サトウ　ノブヤ)】
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テキストの進め方

• 基本的に予習はしなくていいが,どんなことを学ぶんだろう？ と目を通し

ておくこと。

• 授業で扱う問題は基本とテーマです。授業内で演習および解説を学び, 演

習問題を復習として解きましょう。

• ノートは必須です。書き込んでもよいですが,テキストの余白では理解をす

るには少なすぎるので,用意をしておきましょう。

• 習った問題は兄弟・姉妹や友達,近所の子どもたちに教えられるように自分

なり言葉で説明できるようにしよう。
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第1講 【方程式-1】

1.1 等式の定義

等しいものを等号「=」を用いて表したものを等式という。

例 𝑥を 3倍した数に 7を加えると 20になるとき,この関係を等式で表しなさい。

3𝑥 + 7 = 10

1.2 方程式の定義

2𝑥 + 5 = 10や 2𝑎 + 𝑏 = 5

のように文字を含んだ等式を方程式といいます。特に,

• 2𝑥 + 5 = 10を 𝑥の方程式

• 2𝑎 + 𝑏 = 5を 𝑎, 𝑏の方程式

といいます。また,方程式において,

=の左側の式を「左辺」,右側の式を「右辺」,両方合わせて,「両辺」

といいます。また,2𝑥 + 5 = 10のように, 𝑥の 1次式を含む方程式を 1次方程式と

いいます。

いろいろな方程式の例

• 2𝑥 + 1 = 4𝑥 + 9を 𝑥の 1次方程式

• 𝑥2 + 2𝑥 + 5 = 3𝑥 − 1を 𝑥の 2方程式

• 𝑥3 − 2𝑥2 + 5𝑥 + 10 = 𝑥4 − 𝑥3 + 4𝑥 − 10は 𝑥の 3次方程式
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1.3 方程式の解と解の求め方

2𝑥 + 4 = 10

は 𝑥 = 3を代入すると, 10 = 10となりこの方程式は成立します。方程式が成立

するような 𝑥の値を解といい,解を求めることを方程式を解くといいます。

では,どのように方程式を解くのかというと,

𝑥 =

という形を目指して式を変形していきます。このときに,等式の性質を用います。

等式の性質

𝐴 = 𝐵が成り立つとき,

1. 𝐴 + 𝐶 = 𝐵 + 𝐶

2. 𝐴 − 𝐶 = 𝐵 − 𝐶

3. 𝐴 × 𝐶 = 𝐵 × 𝐶

4. 𝐴 ÷ 𝐶 = 𝐵 ÷ 𝐶

が成立する。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の数量の関係を等式で表しなさい。

(1) 𝑎を 𝑚倍した数と, 𝑏を 𝑛倍した数は等しい

(2) 𝑥から 𝑚引いた数を 𝑝でわった数と 𝑥との和は 8である。

(3) 時速 𝑥kmで 2時間進んだ道のりと,時速 𝑦kmで 3時間進んだ道のり

は等しかった。

(4) 原価 𝑥円の商品に, 𝑝%の利益を見込んで定価をつけ, 100個販売した

ところ,売上の合計は 5000円であった。

基本問題 2 (レベル★ )

次の方程式を解きなさい。

(1) 7𝑥 = −21

(2) 𝑥 + 8 = 7

(3) 5 = 2𝑥 + 7

(4) −2𝑥 + 3 = 7𝑥

基本問題 3 (レベル★ )

次の方程式を解きなさい。

(1)
𝑥

3
+ 2𝑥 + 1

5
= 1

(2) 0.7𝑥 − 1.2 = −0.1𝑥 + 2

(3)
1 − 2𝑥

2
+ 𝑥

3
− 2𝑥 − 3

5
= 1

(4) 0.7𝑥 − {0.3𝑥 − 2(0.1𝑥 − 0.6)} = 1.2

(5) 𝑥 : (𝑥 + 5) = 4 : (𝑥 − 3)
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テーマ 1 (レベル★★ )

次の式方程式を解きなさい。
2𝑥 + 1

5
− 0.2(6𝑥 − 5) = 𝑥 − 2

2
− 0.7(𝑥 − 2)
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第2講 【方程式-2】

2.1 方程式と解

「解」とは「方程式が成り立つ値」のことです。つまり,代入しても成立するこ

とになります。
基本問題 1 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 𝑥についての方程式 6 − 𝑥 = 7𝑥 + 𝐴の解が −2であるとき, 𝑎の値を求

めなさい。

(2) 𝑥についての 2つの方程式 2𝑥 + 5 = −4𝑥 − 7, 𝑎𝑥 − 13 = 2𝑥 + 𝑎の解が

等しいとき, 𝑎の値を求めなさい。



11

N O T E



12

2.2 等式の変形

𝑥, 𝑦を含む等式を「𝑦 = 」の形に変形することを 𝑦について解くという。𝑦以

外の文字においても同様にその文字について解くという。
基本問題 1 (レベル★ )

次の等式を [ ]の中の文字について解きなさい。

(1) 2𝑥 − 𝑦 = 6 [𝑥]

(2) 4𝑎 + 7𝑏 − 3𝑐 = 8 [𝑎]

(3) 𝑥 =
3𝑎 + 4𝑏

7
[𝑎]
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2.3 方程式の利用

求めたい数量を文字で表し,方程式をつくり,その方程式を解く。
基本問題 1 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 1個 200円のプリンと 1個 300円のケーキを,合計 12個買ったとこ

ろ代金は 2900円になった。プリンとケーキはそれぞれ何個ずつ買っ

たか答えなさい。

(2) 何人かの子どもにりんごを分けるのに, 1人に 6個ずつ分けると 3個

あまり, 1人に 7個ずつ分けると 4個足りない。子どもの人数とりん

ごの個数を求めなさい。
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テーマ 1 (レベル★★ )

Aの水槽には毎分 6Lの割合で,Bの水槽には毎分 8Lの割合で,それぞれ

水を入れる。正午のおける水の量を,Aでは 60L,Bでは 96Lであった。B

の水の量が,Aの水の量の 2倍であるのは,何時何分であるか答えなさい。
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第3講 【方程式-3】

3.1 1次方程式の総まとめ

第 6講は 1次方程式の総まとめです。方程式の講はまだまだありますが,重要な

単元であり,扱え切れていない問題が多いため 1次方程式で総まとめを扱います。
基本問題 1 (レベル★★ )

次の方程式を解きなさい。

(1)
1 − 2𝑥

2
+ 𝑥

3
− 2𝑥 − 3

5
= 1

(2) 0.7𝑥 − {0.3𝑥 − 2(0.1𝑥 − 0.6)} = 1.2

(3) 𝑥 : (𝑥 + 5) = 4 : (𝑥 − 3)

基本問題 2 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 妹は分速 80mで家から駅まで向かって出発した。妹が出てから 15

分後に兄が分速 240mで妹を追いかけたところ,ちょうど同じ時刻に

駅に着いた。家から駅までの距離を求めなさい。

(2) 濃度 7%の食塩水がある。この食塩水に水を加えて 5%の食塩水を

作るには,水を何 g加えればよいか答えなさい。
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基本問題 3 (レベル★★★ )

3𝑎+4𝑏 = 5𝑎−2𝑏のとき,
𝑎 + 3𝑏

2𝑎 − 5𝑏
の値を求めなさい。ただし, 𝑎 ≠ 0, 𝑏 ≠ 0

とする。

基本問題 4 (レベル★★★ )

Aと Bの 2人が協力して行えば 30日で仕上がる仕事を,まず 𝐴が 1人で

10日で行い,その後,残りを 𝐵が 1人で行ったところ,さらに 60日かかっ

た。Aが 1日にできる仕事の量は,Bにできる仕事の量の何倍か答えな

さい。



21

N O T E



22

第4講 【方程式-4】

4.1 2元 1次方程式の定義

例えば,

3𝑥 + 2𝑦 = 5や −5𝑥 + 7𝑦 = −6

のような文字を 2種類含む 1次方程式を 2元 1次方程式といいます。

方程式 3𝑥 + 2𝑦 = 5において, 𝑥 = 1, 𝑦 = 1を代入すると方程式は成立をするの

で, 𝑥 = 1, 𝑦 = 1は解である。

また,方程式 3𝑥 + 2𝑦 = 5に 𝑥 = 3を代入すると,

3 × 3 + 2𝑦 = 5

2𝑦 = −4

𝑦 = −2

となるので, 𝑥 = 3, 𝑦 = −2も方程式 3𝑥 + 2𝑦 = 5の解になります。

よって, 2元 1次方程式は 𝑥の値を 1つ決めると 𝑦の値も 1つ決まり,代入して

成立する 𝑥, 𝑦の値の組は無数に存在します。つまり,解は無数に存在することに

なります。
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4.2 連立方程式の定義

2つの 2元 1次方程式の共通な解を考えましょう。

例えば, 3𝑥 + 2𝑦 = 5と 5𝑥 + 2𝑦 = 7の共通な解を求めたいとき,
3𝑥 + 2𝑦 = 5

5𝑥 + 2𝑦 = 7

と表します。これを連立方程式といいます。では,連立方程式の解法について学

びましょう。

4.3 連立方程式の解き方 (加減法)

連立方程式 
3𝑥 + 2𝑦 = 5 · · · · · ·¬

5𝑥 + 2𝑦 = 7 · · · · · ·­

を加減法という解法で解を求めていきましょう。ここで, ¬と­の 𝑥, 𝑦にはそれ

ぞれ同じ値が入ることに注意します。では,加法や減法を用いて, 𝑥 =, 𝑦 =の形を

目指します。

­−¬より,

5𝑥 + 2𝑦 = 7

−) 3𝑥 + 2𝑦 = 5

2𝑥 = 2

𝑥 = 1
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¬に 𝑥 = 1を代入し, 𝑦について解くと,

3 × 1 + 2𝑦 = 5

2𝑦 = 2

𝑦 = 2

以上より,連立方程式の解は (𝑥, 𝑦) = (1, 1)です。

このように,式を足したり引いたりして, 1つの文字を消去する解法を加減法と

いいます。

4.4 連立方程式の解き方 (代入法)

連立方程式 
3𝑥 + 2𝑦 = 5 · · · · · ·¬

5𝑥 + 2𝑦 = 7 · · · · · ·­

を代入法という解法で解を求めていきましょう。まず, ¬を変形すると,

2𝑦 = 5 − 3𝑥

𝑦 =
1

2
(5 − 3𝑥)

この式を­に代入すると,

5𝑥 + 2 × 1

2
(5 − 3𝑥) = 7

5𝑥 + 5 − 3𝑥 = 7

2𝑥 = 2

𝑥 = 1

そして, 𝑥 = 1を¬を変形した式に代入すると, 𝑦 = 1を得ます。

このように,代入して文字を消す方法を代入法という。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の連立方程式を解きなさい。

(1) 
𝑦 = 3𝑥

𝑥 − 3𝑦 = 16

(2) 
𝑥 + 5𝑦 = 3

𝑥 + 3𝑦 = 1

(3) 
2𝑥 + 3𝑦 = 1

6𝑥 + 5𝑦 = 4
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基本問題 2 (レベル★ )

次の連立方程式を解きなさい。

(1) 
𝑥

2
+ 𝑦

3
= 1

2(𝑥 + 1) + 𝑦 = 9

(2) 
00.7𝑥 + 0.1𝑦 = 0.1

0.5𝑥 − 0.4𝑦 = −4
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テーマ 1 (レベル★★ )

次の連立方程式を解きなさい。
0.5𝑥 + 1.2𝑦 = 8.2

(𝑥 + 4) : (𝑦 − 3) = 2 : 1
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第5講 【方程式-5】

5.1 連立方程式の利用

連立方程式を利用するときは,求めたいものを 2つの文字で表し, 2つの方程式

をつくって解こう。
基本問題 1 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 2桁の自然数がある。一の位は十の位の 2倍で,十の位と一の位を入

れかえてできる数は元の数より 27だけ大きくなる。元の自然数を求

めなさい。

(2) ある列車が,一定の速さで長さ 1440mのトンネルを通るとき,列車全

体がトンネルに隠れていたのは 45秒間であった。また,この列車が

同じ速さで長さ 240mの駅のホームを通過し始めてから通過し終わ

るまでに 15秒かかった。この列車の長さをと速さを求めなさい。

(3) 8%の食塩水と 15%の食塩水を混ぜ合わせて, 10%の食塩水を 700g

を作りたい。2種類の食塩水を,それぞれ何 gずつ混ぜ合わせればよ

いか答えなさい。
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テーマ 1 (レベル★★ )

ある中学校の今年度の生徒数は,昨年度の生徒数に比べて,男子が 8%減

少し,女子が 5%増加したが,全体では昨年度より 15人少ない 920人であ

る。今年度の男子,女子の生徒数を,それぞれ求めなさい。
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第6講 【方程式-6】

6.1 連立方程式の総まとめ

連立方程式の総まとめです。今までの内容を復習して,予習せずにその場で解

けるようにしましょう。
基本問題 1 (レベル★★ )

連立方程式 8 − 3𝑥 = −5𝑥 + 3𝑦 = 2𝑥 + 5𝑦 + 3を解きなさい。

基本問題 2 (レベル★★ )

次の連立方程式を解きなさい。

(1) 
2

𝑥
+ 3

𝑦
= 13

3

𝑥
− 1

𝑦
= 3

(2) 

𝑥 + 𝑦 − 3𝑧 = −1

𝑥 − 𝑦 + 2𝑧 = 6

2𝑥 + 𝑦 − 𝑥 − 𝑧 = 4

(3) 

𝑥 + 𝑦 = 2

𝑦 + 𝑧 = 4

𝑧 + 𝑥 = 8
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基本問題 3 (レベル★★★ )

A地点とB地点の間を乗用車とバスが走っている。乗用車はA地点を出

発し, 𝐵地点で 20分間停車し,再び A地点に戻る。バスは B地点を出発

し,Aで 10分間停車し,再び B地点に戻る。いま,乗用車とバスが同時に

出発し, 2台は初めに C地点で出会い,折り返した後,D地点で出会った。

乗用車は時速 40kmで走り,バスは時速 30kmで走る。また,D地点は,C

地点から A地点側へ 3km行ったところにある。このとき,A, B間,A, D

間の距離をそれぞれ求めなさい。
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第7講 【不等式-1】

7.1 不等式とは

2つの数量の大小関係を表す記号 >, <, ≧, ≦ を不等号といい,不等号を用いて

表した式を不等式という。注意点として,

「3より大きい整数」と「3以上の整数」

は大きな違いがあるので気を付けよう。

• 「3より大きい整数」は「4, 5, 6, 7, · · ·」

• 「3以上の整数」は「3, 4, 5, 6, 7, · · ·」

のように「3より大きい」と「3以上」では「3」を含むか含まないかの大きな違

いがあります。つまり,

• 「3は 3より大きい数である」は正しくない

• 「3は 3以上の数である。」は正しい

ということです。同様に「3より小さい (3未満)」と「3以下」でも同じことが言

えます。

ここで「𝑥は 3より大きい」という大小関係を不等式と図で表すと,

　　　　　 𝑥
3

𝑥 > 3や 3 < 𝑥
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と表します。他にも

・「𝑥は 3より小さい」という大小関係は,

　　　　　 𝑥
3

𝑥 < 3や 3 > 𝑥

・「𝑥は 3以上」という大小関係は,

　　　　　 𝑥
3

𝑥 ≧ 3や 3 ≦ 𝑥

・「𝑥は 3以下」という大小関係は,

　　　　　 𝑥
3

𝑥 ≦ 3や 3 ≧ 𝑥

と表します。
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7.2 不等式の性質

7 > 3において,

7 + 5 > 3 + 5

のように同じ数を加えても大小関係は変わりません。他にも

7 − 5 > 3 − 5

7 × 5 > 3 × 5

7 ÷ 5 > 3 ÷ 5

も大小関係が変わらないが,

7 × (−2) > 3 × (−2)

はどうでしょうか？ −14と −6では −6のほうが大きいので,正しくは,

7 × (−2) < 3 × (−2)

となります。負の数を掛けるときと割るときは大小関係が逆になることを注意し

ましょう。

不等号の性質

𝐴 > 𝐵において

• 「𝐴 + 𝐶 > 𝐵 + 𝐶」や「𝐴 − 𝐶 > 𝐵 − 𝐶」は成立する。

• 𝐶 > 0のとき,「𝐴 × 𝐶 > 𝐵 × 𝐶」や「𝐴 ÷ 𝐶 > 𝐵 ÷ 𝐶」が成立する。

• 𝐶 < 0のとき,「𝐴 × 𝐶 < 𝐵 × 𝐶」や「𝐴 ÷ 𝐶 < 𝐵 ÷ 𝐶」が成立する。
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今回扱うのは.

3𝑥 + 4 > 13

のような 1次式を含んだ不等式 (1次不等式)について学んでいきます。この不等

式の解き方は,

𝑥 > 𝑥 <, 𝑥 ≧, 𝑥 ≦

に変形するように不等式の性質を用いていきます。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の不等式を解きなさい。

(1) 𝑥の 3倍から 4ひいた数は 5より大きい。

(2) 𝑥kmの道のりを,時速 4kmで歩くと,所要時間は 3時間より長くなる。

(3) 1個 𝑥円のパンを 5子と 1個 𝑦円のパンを 3個買ったとき,値段の平

均は 150円未満である。

基本問題 2 (レベル★ )

−4 < 5に対して,次の に当てはまる不等号 (>または <)を書き入れな

さい。

(1) −4 + 2 5 + 2

(2) −4 × 7 5 × 7

(3) −−4 − 𝑎

7
− 5 − 𝑎

7

基本問題 3 (レベル★ )

次の不等式を解きなさい。

(1) 𝑥 + 5 > 7

(2) 3𝑥 < 12

(3) −3
4
𝑥 ≧ 2

(4) 4𝑥 + 5 > 15

(5) 5𝑥 − 9 > 2𝑥 + 3

(6) 3(2𝑥 − 1) ≦ 4𝑥 − 7

(7)
4𝑥 + 3

6
− 5𝑥 − 7

4
≦ 1

(8) 0.15𝑥 + 0.7 ≧ 0.25 + 0.2𝑥
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テーマ 1 (レベル★ )

𝑥 = 1が次の不等式の解であるとき, 𝑎の値の範囲を求めなさい。

3 − 𝑎𝑥 > 5
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第8講 【不等式-2】

8.1 不等式と整数解

𝑥 > 3を満たす 𝑥の値は,

4, 5, 6, 7, · · ·

であるから,「𝑥 > 3」を満たす最小の整数は 𝑥 = 4である。

このように,不等式と整数の問題について解いていこう。
基本問題 1 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 不等式 𝑥 − 2 < −2(𝑥 − 4)を満たす最も大きい整数 𝑥を求めなさい。

(2) 不等式 𝑛 − 5

3
<

3𝑛 − 8

2
を満たす最も小さい自然数 𝑛を求めなさい。
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8.2 不等式の利用

方程式の利用と同じように,求めたいものを 1種類の文字でおき,不等式をつく

り解く。
基本問題 1 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) ある自然数 𝑥の 4倍から 15をひいた数は, 11から 𝑥の 2倍をひいた

数より小さいという。このような自然数 𝑥の個数を求めなさい。

(2) 姉は 60枚,妹は 12枚のコインを持っている。姉が妹に何枚かあげ

て,姉の枚数が,妹の枚数の3倍以下になるようにしたい。姉は妹に,少

なくとも何枚以上あげればよいか答えなさい。

(3) 1個 130円のりんごと 1個 60円のみかんを合わせて 20個買い,代金

の合計を 2000円以下にしたい、りんごをできるだけ多く買うとする

と,りんごは何個買えるか答えなさい。
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テーマ 1 (レベル★★ )

8%の食塩水が 150gある。この食塩水に水を加えて 6%以下の食塩水を

作るには,水を何 g以上加えればようか答えなさい。
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第9講 【不等式-3】

9.1 不等式の総まとめ

第 7, 8講だけでなく方程式の利用についても復習してから取り組みましょう。
基本問題 1 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 原価 𝑥円の商品に 2割の利益を見込んで定価をつけたが,定価で売れ

なかったので 100円引きして売ったところ,原価の 1割以上の利益が

得られた。このとき, 𝑥の値の範囲を求めなさい。

(2) A町から 20km離れたB町へ行くのに,自転車に乗って時速 12kmで

走っていたが,途中で自転車が故障したため,それからは時速 4kmで

歩いたところ,B町に着くまでの所要時間は 3時間以下であった。自

転車が故障したのは,A町から何 km以上の地点か答えなさい。

基本問題 2 (レベル★★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 𝑥についての不等式 2𝑥 + 𝑎 ≦ 𝑥 + 2の解が 3を含まないように, 𝑎の値

の範囲を定めなさい。

(2) 𝑥についての不等式 3𝑥 + 𝑎 <
𝑥 − 3𝑎

5
の解が,すべて 2より小さくなる

ように, 𝑎の値の範囲を定めなさい。
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基本問題 3 (レベル★★★ )

ある商品をいくつか仕入れた。この商品を定価の 15%引きで売ったと

き,仕入れた個数の 20%が売れ残っても,仕入れ総額の 19%以上の利益が

出るようにしたい。定価を,仕入れ額の何 %増し以上にすればよいか答

えなさい。
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第10講 【不等式-4】

10.1 連立不等式とその解き方

2つの不等式 2𝑥 + 1 < 7と 3𝑥 + 5 ≧ 2の共通な解を求めたいとき,
2𝑥 + 1 < 7

3𝑥 + 5 ≧ 2

と表す。これを連立不等式という。

では,それぞれの不等式を解くと,
𝑥 < 3

𝑥 ≧ −1

では,この不等式の共通の範囲を求めるために図示をする。

　　　　 𝑥
3-1

よって,

−1 ≦ 𝑥 < 3

このように連立不等式は解くことができる。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の連立不等式を解きなさい。

(1) 
−4𝑥 − 6 ≦ −7𝑥

−2 < 3𝑥 + 13

(2) 
4𝑥 + 3 ≧ −21

3𝑥 + 1 < 2𝑥 + 11

(3) 
7𝑥 − 8 ≧ 4𝑥 + 7

2𝑥 + 5 < 5𝑥 − 9

基本問題 2 (レベル★ )

次の連立不等式を解きなさい。

(1) 
2 + 𝑥

4
− 1

6
(2𝑥 − 1) ≧ 1

2

13𝑥 − 3(𝑥 − 2) < 7𝑥 − 6

(2) 
2 − 0.5𝑥 > 1 − 0.2(2𝑥 + 1)

0.5(𝑥 + 3) − 0.2(6 − 𝑥) < 1

(3) 3𝑥 ≦ 𝑥 + 12 < 2𝑥 + 8

(4) −5 ≦ 2𝑥 − 3 ≦ 9
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テーマ 1 (レベル★★ )
4𝑥 − 1

10
の値の小数第 1位を四捨五入すると 3になるという。このような

整数 𝑥をすべて答えなさい。
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第11講 【不等式-5】

11.1 連立不等式の利用

基本問題 1 (レベル★ )

ある整数 𝑥から 2をひいて 5倍した数は, 𝑥を 2倍して 25をひいた数より

大きいという。また, 𝑥 を 3倍して 20をたした数は, 8から 𝑥 をひいた数

より小さいという。このような 𝑥を求めなさい。

基本問題 2 (レベル★ )

4kmの道のりを,初めは分速 80mで歩き,途中から分速 200mで走った。

目的地に着くまでにかかる時間を 32分以上 35分以下にしたい。歩く距

離を何m以上m以下にすればよいか答えなさい。

基本問題 3 (レベル★ )

5%の食塩水 100gと 𝑥%の食塩水 200gを混ぜ合わせて, 7%以上 11%以

下の食塩水を作りたい。このとき, 𝑥のとりうる値の範囲を求めなさい。
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テーマ 1 (レベル★★ )

ある中学校の 1年生全員が長いすにすわることになった。1脚に 6人すつ

かけていくと 15人が座れなくなり, 1脚に 7人ずつかけていくと,使わな

い長いすが 3脚できる。長いすの数は何脚以上何脚以下であるか答えな

さい。
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第12講 【不等式-6】

12.1 連立不等式の総まとめ

連立不等式の総まとめです。連立不等式だけでなく,いままでの講をしっかり

復習してから臨みましょう。
基本問題 1 (レベル★★ )

次の不等式を解きなさい。

(1)
𝑥 + 1

3
− 7𝑥 − 3

9
≦

1

3
− 3𝑥 + 4

6

(2)
6𝑥 − 1

4
+ 1.2 − 7 − 𝑥

3
≧ −5

6
+ 2.75𝑥

基本問題 2 (レベル★★ )

𝑥についての方程式 𝑥 − 𝑎

2
=

𝑥 − 𝑎

5
+ 1の解が 2と 3の間にあるとき,整数

𝑎の値を求めなさい。

基本問題 3 (レベル★★ )

−1 ≦ 𝑥 < 2であるとき,次の式のとりうる値の範囲を求めなさい。

(1) 3𝑥

(2) −2𝑥

(3) 𝑥 + 4

(4) 3 − 𝑥
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基本問題 4 (レベル★★★ )

𝑥についての連立不等式 
3𝑥 + 2 > 5𝑥 − 6

2𝑥 + 7 ≧ 𝑥 + 𝑎

を満たす整数 𝑥の個数が,ちょうど 2個であるような 𝑎の値の範囲を求め

なさい。
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